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【公表日】平成31年1月10日(2019.1.10)
【年通号数】公開・登録公報2019-001
【出願番号】特願2018-517551(P2018-517551)
【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｖ   8/12     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  21/59     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｖ    8/12     　　　Ａ
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【手続補正書】
【提出日】令和1年10月4日(2019.10.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
計量バルブ（ＤＶ）のノズルから抜け出す液滴（ＴＲ）の検出のための液滴検出デバイス
（１１、１１ａ、１１ｂ）であって、
所定のパルス周波数を有する搬送波信号（ＴＳ）を生成するように構成された信号生成ユ
ニット（２０）と、
搬送波信号（ＴＳ）と、検出される液滴（ＴＲ）との物理的相互作用により、変調測定信
号を生成するように構成された変調ユニット（３０、３０ａ）と、
前記所定のパルス周波数を考慮して、測定信号（ＭＳ）に基づいて、液滴（ＴＲ）が前記
計量バルブ（ＤＶ）によって分注されたかどうかを判定するように構成された評価ユニッ
ト（５０）と
を有する液滴検出デバイス。
【請求項２】
前記計量バルブ（ＤＶ）が、マイクロ計量バルブである請求項１記載の液滴検出デバイス
。
【請求項３】
液滴（ＴＲ）の分注が、前記計量バルブ（ＤＶ）の液滴分注制御システムと同期された所
定の時間窓内で検査されるように設計された請求項１または２記載の液滴検出デバイス。
【請求項４】
前記測定信号（ＭＳ）の振幅復調を実行するように構成された復調ユニット（４０）を有
する請求項１～３のいずれか１項に記載の液滴検出デバイス。
【請求項５】
同相成分（Ｉ）および直交成分（Ｑ）を決定するために、前記測定信号の直交復調を実行
するように構成された復調ユニット（４０）を有する請求項１～４のいずれか１項に記載
の液滴検出デバイス。
【請求項６】
前記評価ユニット（５０）が、変調評価ユニット（５１）を備え、前記変調評価ユニット
（５１）が、変調された測定信号（ＭＳ）に基づく変調信号（ＭＯＤ）の振幅および／ま
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たは位相の大きさを決定するように構成される、請求項１～５のいずれか１項に記載の液
滴検出デバイス。
【請求項７】
前記評価ユニット（５０）が、変調評価ユニット（５１）を備え、前記変調評価ユニット
（５１）が、同相成分（Ｉ）および直交成分（Ｑ）に基づいて、変調された測定信号（Ｍ
Ｓ）に基づく変調信号（ＭＯＤ）の振幅および／または位相の大きさを決定するように構
成される、請求項１～５のいずれか１項に記載の液滴検出デバイス。
【請求項８】
前記変調評価ユニット（５１）が、前記変調信号（ＭＯＤ）の、振幅値の時間微分を含む
振幅微分値(ｄＡ／ｄｔ)、および／または位相の時間微分を含む位相微分値(ｄφ／ｄｔ)
を決定するように構成される、請求項６または７記載の液滴検出デバイス。
【請求項９】
固定された時間間隔（ＩT）で、所定数の振幅微分値(ｄＡ／ｄｔ)が、振幅比較値（ＡM）
に組み合わされ、および／または、所定数の位相微分値（ｄφ／ｄｔ）が、位相比較値（
φM）に組み合わされる、請求項８記載の液滴検出デバイス。
【請求項１０】
固定された時間間隔（ＩT）で、所定数の振幅微分値(ｄＡ／ｄｔ)の最大値が、振幅比較
値（ＡM）に組み合わされ、および／または、所定数の位相微分値（ｄφ／ｄｔ）の最大
値が、位相比較値（φM）に組み合わされる、請求項８記載の液滴検出デバイス。
【請求項１１】
前記評価ユニット（５０）は、検出フィルタユニット（５２）を備え、前記検出フィルタ
ユニット（５２）は、前記変調信号（ＭＯＤ）が、振幅比較値（ＡM）に、および／また
は位相比較値（φM）に基づいて液滴（ＴＲ）を示すかどうかを判定するように構成され
る、請求項９または１０記載の液滴検出デバイス。
【請求項１２】
前記検出フィルタユニット（５２）が、前記変調評価ユニット（５１）によって決定され
た振幅比較値（ＡM）の振幅基準値（ＲＷA）からの相対偏差、および／または前記変調評
価ユニット（５１）によって決定された位相比較値（φM）の位相基準値（ＲＷφ）から
の相対偏差を決定するように構成される、請求項１１記載の液滴検出デバイス。
【請求項１３】
前記液滴検出デバイスが、基準値記憶デバイスを有し、
以前に記録された変調信号（ＭＯＤ）からの複数の振幅比較値（ＡM）から形成される振
幅基準値（ＲＷA）、および／または以前に記録された変調信号（ＭＯＤ）からの複数の
位相比較値（φM）から形成される位相基準値（ＲＷφ）が、可変基準値として前記基準
値記憶デバイスに保存される、請求項１２記載の液滴検出デバイス。
【請求項１４】
前記検出フィルタユニット（５２）が、前記振幅比較値（ＡM）の前記振幅基準値（ＲＷA

）からの決定された相対偏差、および／または前記位相比較値（φM）の前記位相基準値
（ＲＷφ）からの決定された相対偏差が、下限および上限の相対値を超えないかどうかを
判定するように構成される、請求項１２または１３記載の液滴検出デバイス。
【請求項１５】
前記検出フィルタユニット（５２）が、前記振幅比較値（ＡM）の偏差を決定するために
用いられる絶対振幅基準値（ＲＷA）が、所定の絶対振幅基準値範囲（ＡＲＩ）内にある
かどうか、および／または、前記位相比較値（φM）の偏差を決定するために用いられる
絶対位相基準値（ＲＷφ）が、所定の絶対位相基準値範囲（ＰＲＩ）内にあるかどうかを
判定するように構成される、請求項１２～１４のいずれか１項に記載の液滴検出デバイス
。
【請求項１６】
前記変調ユニット（３０）が、
発光ユニット（３１）および光センサユニット（３２）、および／または
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容量センサユニット
を備える、請求項１～１５のいずれか１項に記載の液滴検出デバイス。
【請求項１７】
前記信号生成ユニット（２０）が、搬送波信号（ＴＳ）として方形波信号を生成するよう
に構成される、請求項１～１６のいずれか１項に記載の液滴検出デバイス。
【請求項１８】
計量バルブ（ＤＶ）の液滴（ＴＲ）を検出する方法（６００）であって、前記方法が、
所定のパルス周波数を有する搬送波信号（ＴＳ）を生成するステップと、
搬送波信号（ＴＳ）と、検出される液滴（ＴＲ）との物理的相互作用により、変調測定信
号（ＭＳ）の生成が確実となるように、前記計量バルブ（ＤＶ）によって分注され得る液
滴（ＴＲ）が移動する軌道（Ｔ）に搬送波信号（ＴＳ）を適用するステップと、
所定のパルス周波数を考慮して、前記計量バルブ（ＤＶ）によって液滴が分注されたかど
うかを判定するステップと
を有する、方法。
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